
熱測定によるゴム材の
エネルギー吸収性評価方法の確立

発表者 黒川恵介・新関基之
指導教員 飯島正徳

長田剛
皆川勝



エネルギー吸収量
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エネルギー吸収性の評価方法
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DSCによる測定結果
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メトラー法
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メトラー法では
このように修正

ＡＳ：sample curveの振幅
ＡＣ：calibration curveの振幅
ｍＳ：sampleの質量
ｍＣ：calibrationの質量
ω：角振動数
ＡＴ：試料温度振幅



熱容量は熱流束に依存

熱流束 Ts
s
P AmCQ 

温度振幅ＡＴと熱容量
には相関関係

熱容量から試料温度振幅を算出

Ｃｓ
Ｐ：試料の比熱

mS:試料の重さ

ω：角振動数
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校正理論その4で行った結果
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解析より算出された位相

試料特有の位相のみ算出できる

試料特有の位相 試料の大きさ（熱容
量）による位相



温度振幅の変わらない範囲

熱容量が0.025（Ｊ／Ｋ）位までの範囲の質量

熱容量÷比熱＝質量

0.025÷2.0=0.0125（ｇ）
（12.5mg）

試料質量 10mg前後



今までの測定方法

今回の測定方法

ガラス転移点
付近で１℃毎
に測定
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tanδ （測定結果）
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熱伝対による試料温度振幅測定結果



今後の展望

・より正確なピークを測定
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・tanδによるゴム材評価の立証

・熱伝対の結果より計算式の精度を評価



内定報告

私、新関はユニオン建材ビルダー

に内定をいただきました。

皆川先生をはじめ皆様方にご報告
が遅れたことを深くお詫び申し上げ
ます。


